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　　　　　　　　　　 おなじみの 

　　　　　　　　　　　　　　　 　　ベンチ。 
　　　　　　　　　　　　　　　 　　たしかに 
                                              　　円柱みたいです。 

以前は「講堂」が現在の1号館校舎付近に建っており、様々なセレモニーのたびに生徒・先生・そしてシスター方に
親しまれていました。この講堂の玄関にあった大理石の柱は、その一部が現在のエントランスの運動場側の椅子に
使用されています。先輩たちの思い出が私達のすぐそばにあるんですね。
また旧1号館にはすてきなバルコニーがあったそうです。朝礼の時間、生徒が整列したところに
当時の「柴山シスター（校長様）」がこのバルコニーにお出ましになって、みんなで一日の
始まりを祝福したとのことで、当時を知る方は「印象的だった」とお話しくださいました。

平成15年4月、「星美学園」から「静岡サレジオ」へ名称を変更したその当時は、英数科（現在のエグゼコース）のみ男子
生徒を受け入れていたため、男子生徒はたった5人。そのクラスを担任したのは、現在本校で高校教頭を務めていらっしゃる
中村さとみ先生でした。先生は笑いながら当時の様子を話してくださいました。
「その五人の男子がみんな大学へ進学してくれたときはとても安心しました。彼らの実績が今の
　サレジオの評価の土台をつくったということ、その先輩たちに感謝してほしいなと思います」
また、共学になった次の年は、男子生徒が６人で、「一人増えた！」と喜んでいたのも束の間、
その次の年は２人まで減ってしまったそうです。
「その間も、最上級生の5人の男子生徒が、本当によく頑張ってくれたんですよ」と話してくださいました。

講堂の柱・1号館のバルコニー　

星美からサレジオ、その時生徒は？　　

星美学園時代は生徒は黒い
制服、シスター方も黒い修
道服を着用していた時期が
あり、他校生に「カラス」
と呼ばれることも。ブレ
ザーにジャンバースカート
という上品なデザインでし
たが、スカートのひだが細
かくて、夏は若干暑く、雨
に濡れると重くなったよう
です。また、ブレザーには
「SG（星美学園）」という
文字に白百合が絡んだエン
ブレムがついていました。
小学生たちは、                        
当時は珍しい　　　　　　
男女問わずの　　　　　　
黒色のランド　　　　　　
セル。黒色で　　　　　　
統一され市内　　　　　　
でもなかなか　　　　　　
目立ちました。

高校教頭中村さとみ先生（大先輩）にサレジオの過去について
　　　　　　　　　　　　　インタビューしてみました！

★コラム★

制服

私達よりも

何年も何年も先輩だった !?
「星美50年記念誌」に    
 講堂のお別れ会の記事が     
 載っています。みんなの 
 思い出の場所だったこと 
 がよくわかります。 

1981年卒業アルバムより    

今も多くの先生方の尊敬を集める 
柴山節子シスター。校長・理事長 
として学園を支えてこられました。 



教えて！岡田一彦教頭先生！

岡田先生：本校で現在行われている聖母祭は、マリアンホールに
       集まってお祈りをし、代表が献花をしますが、以前行っていた   
     「聖母行列」では全校生徒が１人１本のカーネーションを手に、  
       半日かけて講堂から校内を通り、今のテニスコート辺りにあっ
       た体育館まで、アヴェ・マリアの祈り(ロザリオの祈り)を唱え
　　つつ巡る、というものでした。
       でも堅苦しい感じだけではなく、おごそかでありながら、お祭　　
りのようなはなやかな雰囲気もあったんですよ。

「生徒のみなさんはサレジオを
  卒業すると、自由な個人として
  人生を歩んでいきますが、
 『感謝して弱者への慈しみを持つ』
  というカトリックの教えを大切に。
  生きるうえでの 道しるべにして
  ほしいです」と

                 話してくださいました。

　岡田先生：聖母祭に限らず、学校行事はコロナ前から少しずつ規模が縮小されています。
　　　授業時間の確保や生徒数の増加により、以前の形を維持することが難しくなってき
　　　ましたが、やってみたいなとも思います。ただ「星美」の頃は幼稚園から高校まで
　　　どの校種にも数名のシスター方がいらして行事を取り仕切ってくださいましたから、
　　　やはり、同じようにはできないかもしれませんね。
　　　とはいえ、カトリックのミッションスクールとしての理念は今も少しも変わりません。　　　
「聖母行列」は聖母祭として姿を大きく変え、この学園に息づくキリスト教の教えの
　　　の中に生きるシスター方、先生方、そして生徒のみなさんによって、その意義は守ら
　　　れています。私もカトリック信者ではありませんが、この学校の一員としてキリスト
　　　教の教えに従っています。
　　　だから新入生の皆さんも在校生を見習って、その教えに従ってほしいと思っています。

岡田先生：現在はマリアンホールの照明を消して、
　　神秘的な雰囲気で行われるセレモニーですが、
　　当時も厳粛な雰囲気ではありました。同時に
  　「聖母行列」はマリア様をお祝いする目的の
       お祭りでもあったので、花冠の扮装をしたり
　　吹き流しで校舎を装飾したりしてお祝いして
　　いました。列の先頭には、信者の生徒さんが
　    おみこしにマリア様を載せて担ぎながら列を
　　進めていました。
　　献花された徳の花を、病院やお世話になって
　　いる駅などの施設へ、日々の感謝を込めて贈
　　るのは、今も変わらない伝統です。 

Q:「聖母行列ってどんなものですか？

「聖母行列」とはなんですか？
引き継がれる伝統行事

Q:「聖母行列」って、もうやらないんですか？

Q: 「行列」の目的は？

←1984年の
　卒業アルバムより　
　　　↓ 昔の聖母行列の様子

吹き流しやおみこしがみえます

2004年の卒業アルバムより
男子生徒が徳の花を捧げています
後ろに１号館がみえます



　お世話になったのは、
　私の小学校時代に、体育の先生をされていた藤本先生です。
　私が小学校3年生から6年生の時まで、ずっと授業で教えて
　いただきました。一緒に走ってくれたり鉄棒してくれたり、
　とにかく一緒に動いてくれる先生で、色々なことを教わり
　ましたが、特に覚えているのは『ただ一緒にできればよい
　のではなく、一緒にやる人に対して思いやりを持つんだよ』
　という大切なことです。体育に限らず、頑張っていること
　があると、すごく褒めてくれて、応援してくださいました。
　私がこの学校の教員になった時もお元気に在任しておられ、
　子どもの頃、一緒にいてくれた藤本先生と、先生になって
　から見た藤本先生が同じ印象だったのも覚えています。
　生徒としても先輩の先生としても、本当に長い間お世話に
　なった大好きな先生です。

青木先生！
 学生時代の恩師は
いらっしゃいますか？

                                                 吹奏楽部に所属していて、　　　　　　　　　　　　　　　　
副部長を任されていました。
一番の思い出は、高校1年生の時の部室の引っ越しです。楽器
を運んで移動しました。今の吹奏楽部は、音楽室など他の人
達と共同で使う場所で練習していますが、私が学生の頃は専
用部屋を使っていました。楽器もそこにそろっていたし、印
象に残ってます。
高校2年生の時、クリスマス会でむずかしい曲をやろうという
話になって、女子十二楽坊の『自由』というものなんです
が、吹奏楽部が使う楽器で演奏できるような曲ではなくて、
とても苦労しました。その時は『アフリカン・シンフォ
ニー』と『パイレーツ・オブ・カリビアン』も演奏しまし
た。私はソロパートを持っていたので、すごく覚えていま
す。

内藤先生！
　何の部活に

入っていましたか？

サレジオ卒業生の先生方へインタビュー！





















　

　今年度は『Gotta make my way　
～さらに上へ～』をテーマに、各
学年クラスで全力を出し切り、最
高のパフォーマンスを見せてく
れました。

ミドル運動会



ドミニクカレッジ国際交流プログラム
Exchange Teacher・オーストラリア研修旅行

オーストラリア、タスマニア島のホバートにある姉妹校のドミニクカレッジとの国際交流として
ExchangeTeacherを行っています。今年度、ドミニクカレッジからはスミス先生が、本校からは石井先生が
赴任しました。また、１０月には６年生がドミニクを訪れ、国際交流を行いました。

　

オーストラリアの学校は自由。
そんな一言で表現してしまうと
誤解が生じてしまいそうです
が、日本と比較し、わかりやすく
表現するとそうなるかもしれま
せん。しかし、その自由の中で
も私達の学校と同じように他者
への思いやりの心が大切に育
まれていました。方法は違え
ど、目指している場所は同じか
もしれないと感じた 1ヶ月半でし
た。

What surprised me the most about Salesio School was that there was 
almost always students and teachers on-site. From early morning sports 
training to after-school activities, clubs and studying. The hard work and 
dedication from teachers working late into the evening was inspiring. I could 
see that students loved being at Salesio School and loved to learn.

マーティン
先生

ドミニクカ
レッジ生
詩の作品

ホスト
ファミ
リーと



ミドルクリスマス会
テーマ「ドンボスコの夢　わたしたちの夢」　

　　ー祈りの部・展示の部・パフォーマンスの部ー

　
作品展示

7年生

脚本、演出、演者、裏方のすべてを８
年生が行っています。 　

8年生パ
フォーマンス

作品展示
5年生

朗読劇
「クリスマスキャロル」

分かち合い
プロジェクト報告

8年生全員
による合唱










